
誤答の分析より 

国語科は、文章の中心を読みとるこ

とに課題があったため、文章を読む

際、キーワードに線を引いたり、要約

したりする活動を取り入れていきま

す。また、今年度より、文章に触れる

機会を増やすため、読書の時間を増や

しています。 

算数科は、既習事項の定着が不十分

であることから立式や計算に難しさが

見られました。現在学習している内容

だけでなく、これまでの学年で学習し

た内容に触れる機会を多く設定し、既

習事項の定着をめざします。 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

全国学力・学習状況調査（６年）結果 

 ６年生が４月に受けた、令和８年度全国学力・学習 

状況調査の結果をお知らせします。全国約 19000校 

の小学６年生に実施した調査です。学習指導上の課 

題を把握、分析し、授業改善や学習改善、学習意欲の 

向上につながることをめざして取り組んでいきます。 

 

  

 

  

 

 

児童生徒学習意識等調査（5年）結果 

５年生が６月に受けた、令和８年度広島県児童生徒学習意識等調査の結果をお知らせします。

中町小の肯定的回答が高かったもの、肯定的回答が低かったものについて、抜粋しています。学

校全体での取組につないでいきたいと思います。 

肯定的回答が高かった質問項目 肯定的回答が低かった質問項目 

・学校は楽しい 

・考えと理由を明らかにして伝える 

・生活の中で学習した内容を使っている 

・自分の住んでいる地域のことが好き 

・学校や社会のルールを守っている 

・近所や家の人にあいさつをする 

・将来の夢や目標がある  など 

・学校の授業の予習をする 

・学校の授業の復習をする 

・進んで資料集めや取材をする 

・どこまで分かったかなどを考える 

・社会の出来事や事件などに関心がある 

・地域や子供会などの行事に参加している 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均正答率％ 国語科 算数科 

中町小学校 ６１ ５０ 

広島県 ６４ ５８ 

全国 ６０．９ ５６．４ 

◆ 学校教育目標 ◆ 自分で考え たくましく生きる子どもの育成    

江田島市立中町小学校 １０月号［令和８年９月２４日］  

全体的に肯定的な回答が多く、前向きに学校生活を送っていることがうかがえます。中

町小は県平均に比べ、学校生活の楽しさや自己肯定感が全員 100%と極めて高いのが強みで

す。主体的な学習姿勢、算数・英語への意欲、高い ICTスキル、地域愛も際立ちます。 

一方、「探究的な情報収集・取材」「社会参画の実践力向上」といった項目では肯定的回

答が減少し、課題が見られます。 

今後は、自ら情報を集め、選択・整理する体験を意図的に取り入れていきます。また、

地域学校協働活動を進め、自らが、地域社会に関わっているという実感がもてるようにし

ていきます。 



すすんで挑戦する姿から 

すすんで挑戦する姿から 

 

子ども達は，日々いろいろなことに挑戦し，学ぶ機会があります。運動会の練習をがんば

る姿を見るたびに，キラキラしていて素敵だなあと感じました。 

１～３年生の表現を見て，「動きが大きくてリズミカルにダンスをする姿が素晴らしいです

ね。」と声をかけると，にっこりする子。「まだまだ頑張るよ」と言わんばかりに大きくうな

ずく子。「見てくれてありがとうございます。」と言ってくれる子。それぞれが精一杯挑戦し

ていることがよく分かります。すすんで挑戦する姿から 

 

子ども達は，日々いろいろなことに挑戦し，学ぶ機会があります。運動会の練習をがんば

る姿を見るたびに，キラキラしていて素敵だなあと感じました。 

１～３年生の表現を見て，「動きが大きくてリズミカルにダンスをする姿が素晴らしいです

ね。」と声をかけると，にっこりする子。「まだまだ頑張るよ」と言わんばかりに大きくうな

ずく子。「見てくれてありがとうございます。」と言ってくれる子。それぞれが精一杯挑戦し

ていることがよく分かります。 

４～６年生の鼓笛演奏。本校卒業生の私に校長とって，懐かしい響きです。５年生の時に

小太鼓を担当し，校歌を演奏することを誇りに感じ，休み時間なども，リズム打ちを楽しみ

ながら頑張っていたことを思い出しました。６年生は，毎日，授業間に自主的に音楽室に行

き，担当楽器に取り組んでいました。この伝統を，今後も，後輩につないでくれることと思

います。 

子ども成感や「自分はできる」という自分を認める瞬間は，何にも代え難い充実感を味わ

う機会になると思います。「誰かに言われたから仕方なくやる」「習っていないからできな

い」ではなく，どんどん，自分の成長のために挑戦する子を育てたいものです。 

 

４～６年生の鼓笛演奏。本校卒業生の私にとすすんで挑戦する姿から 

 

子ども達は，日々いろいろなことに挑戦し，学ぶ機会があります。運動会の練習をがんば
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４～６年生の鼓笛演奏。本校卒業生の私にとって，懐かしい響きです。５年生の時に小太

鼓を担当し，校歌を演奏することを誇りに感じ，休み時間なども，リズム打ちを楽しみなが

ら頑張っていたことを思い出しました。６年生は，毎日，授業の合間に自主的に音楽室に行

き，担当楽器に取り組んでいました。この伝統を，今後も，後輩につないでくれることと思

います。 

子どもにとっても，私達大人にとっても，「挑戦」には時として困難も伴います。でも，や

り切ったときの達成感や「自分はできる」という自分を認める瞬間は，何にも代え難い充実

感を味わう機会になると思います。「誰かに言われたから仕方なくやる」「習っていないから

できない」ではなく，どんどん，自分の成長のために挑戦する子を育てたいものです。 

って，懐かしい響きです。５年生の時に小太鼓を担当し，校歌を演奏することを誇りに感

じ，休み時間なども，リズム打ちを楽しみながら頑張っていたことを思い出しました。６年

生は，毎日，授業の合間に自主的に音楽室に行き，担当楽器に取り組んでいました。この伝

 

 

 

自分でレジリエンスを高め、毎日を楽しめるように 

集団において他者と関わる中で、自分の思う通りにはいかないこともあります。そんなとき、誰かのせい

にして自分自身を振り返れなかったり、思いを伝えられず抱え込んで学校を休むことで解決を避けたり

する場合があります。「めんどくさい」と言い表す子もいて、気になるところです。 

本校は、たくましく生きる児童の育成をめざし、レジリエンス（立ち直る力、心の回復力）を高めることを

意識しています。そのためには、誰かと過ごして楽しいと感じる経験、お互いを認め合う土壌、何度でもチ

ャレンジできる雰囲気が大切だと考えます。学校も家庭も地域も、一人一人が自分のよさを発揮しながら

過ごせる場、様々な学びを体験できる場で在りたいものです。 

学校では、9月を「いじめ撲滅月間」とし、子ども達の提案により、「いいねカード」で温かい行動を紹

介し合ったり、思いやり・人間関係をテーマにした図書の特設コーナーをつくったりしています。                                                   

校長    上本  真理   

 

 

 

10月の主な行事（変更する場合もあります。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ めざす子ども像 ◆   

な 仲間を大切にする子  か 体をきたえる子 ま 学びを楽しむ子  ち 挑戦する子 

１日（木） クラブ、PTA運営委員会 

２日（金） 委員会（木曜日課） 

５日（月） 校外学習（４年） 

スクールカウンセラー来校 

６日（火） 社会見学（３年） 

８日（木） 研究授業（１年） 

15日（木） 修学旅行（６年）１日目 

16日（金） 修学旅行（６年）２日目 

23日（金） 学校運営協議会 

24日（土） 江田島市陸上記録会（５・６年対象児童） 

29日（木） 委員会 

31日（土） みのり学習発表会 

体育朝会 

９月１０日（木）は、体育朝
会でリズムジャンプ体操をし
ました。曲に合わせていろい
ろなジャンプを繰り返しま
す。タブレットで視聴できる

ので、お家でも挑戦してみて
ください。 

高学年スマホ教室 

８月 24日（月）の登校日に、
５・６年生を対象にスマホ教
室を実施しました。トラブル
の例を聞き、自分自身を守る
方法について話し合いまし
た。 

みのり学習発表会のご案内 

みのり学習発表会に向け、各

学年練習に励んでいます。地域

の皆様も是非お越しいただき、

劇やダンス、全校合唱など、子

ども達の生き生きと発表する姿

をご覧ください。 

○日時：令和８年１０月３１日（土） 

８：５０～１１：２０ 

○会場：中町小学校体育館 

○駐車場：グランド 


